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別添４                                                   

 

厚生労働科学研究費補助金（健康安全・危機管理対策総合研究事業） 

分担研究報告書 

  

シームレスな垂直・水平統合を指向した社会医学系領域の医師のキャリアとコンピテンシーの確立 

 

研究分担者 玉腰暁子 北海道大学大学院医学研究院教授 

 

研究要旨 

 公衆衛生等の社会医学分野で活躍する医師の育成・確保に向け、すそ野拡大を図ることを目的とし

て、マイナビ・レジデントフェスティバル、全国衛生学公衆衛生学教育協議会サマーセミナーの機会

を活用し、医学部生に向けた周知活動を行った。専門家から話を聞き、自分たちで考えることにより、

学生が日頃１つの大学で学んでいるだけでは得られない視野の拡大につなげることができた。 

 

Ａ．研究目的 

 持続可能な社会の構築にとって、平時および健

康危機管理時を包括した社会医学領域の諸活動、

そしてその維持・向上を支えるための医師の確保・

育成は重要である。しかし、本邦における社会医

学・公衆衛生学領域を専門とする医師の割合は僅

か 1.2%にすぎない。そこで、公衆衛生等の社会医

学分野で活躍する医師の育成・確保に向け、医学

部学生に向けた周知活動を行い、すそ野拡大を図

ることを目的とした。 

 

Ｂ．研究方法 

1）マイナビ・レジデントフェスティバル大阪会場

に出展し、参加する医学部生に疫学研究に関する

情報提供を行う。 

2）全国衛生学公衆衛生学教育協議会のサマーセミ

ナーを主催し、全国から参加した医学部生に、社

会医学・公衆衛生学に関する情報提供を行う。 

（倫理面への配慮） 

 研究全体の倫理面への配慮については、必要に

応じて「人を対象とする医学系研究に関する倫理

指針（文部科学省）」の趣旨に基づき実施した。な

お、本研究は情報提供をメインとしており、対象

者の健康情報・個人情報を取り扱うものではない

ため、倫理審査の対象外である。 

        

Ｃ．研究結果 

1）2022 年 5 月 1 日(日)に開催されたマイナビ・

レジデントフェスティバルでは、出展ブースに医

学部生 35 名が立ち寄った。当方が用意したスライ

ド（別添）による説明のほか、関心のある分野（特

に行政医師、産業医）について質疑応答を求める

学生が散見された。 

2）2022 年 9 月 10～11 日（土・日）に北海道大学

で、全国衛生学公衆衛生学教育協議会のサマーセ

ミナーを 20 名の医学部医学科学生を迎えて開催

した。講師は行政医師（厚生労働省、札幌市）、矯

正医官、大学教員（専門は、災害医療、気候変動、

不妊の疫学）と多彩であり、学生が日頃１つの大

学で学んでいるだけでは得られない視野の拡大に

つなげることができた。また、４つのグループに

分かれ、セミナー実施前より Slack を活用して取
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り組んだグループワーク「2050 年の社会医学/健

康課題を考え、対応する医療・保健・社会システム

を提案する」では「デジタル社会」、「コミュニティ

デザイン」、「高齢社会」、「労働」をキーワードに、

学生が考えるシステム等についてまとめ、発表が

行われた。事前事後のアンケートの比較では、社

会医学の役割や課題の理解、関心が高まったこと

が確認された。 

 

Ｄ．考察 

 新型コロナウイルス感染症の拡大以降、公衆衛

生学や保健医療行政の重要性はこれまでになく学

生に理解されるようになってきた。一方で、各大

学医学部内の衛生学・公衆衛生学等社会医学系の

教室、教員数は多くないことから、その研究内容

や職務内容を身近で感じる機会が限られている可

能性がある。したがって、学生が集まる機会をと

らえて、社会医学の各分野の専門家が業務や研究

について説明をすることは重要と考えられる。ま

た、サマーセミナー等には、そもそも社会医学に

関心の高い学生が集まることから、モチベーショ

ンが高まった状態で視野を広げるとともに、全国

の有志と交流する機会を提供することは、今後の

キャリア形成に大きく影響するものと期待される。 

 

Ｅ．結論 

 マイナビ・レジデントフェスティバル、全国衛

生学公衆衛生学教育協議会のサマーセミナーの機

会を活用して、医学部生に向けた周知活動を行い、

一定の効果を得ることができた。 

 

Ｆ．研究発表 

1.  論文発表 

 なし 

2.  学会発表 

 なし 

 

Ｇ．知的所有権の取得状況 

（予定を含む。） 

1. 特許取得 

 なし 

2. 実用新案登録 

 なし 

3.その他 

 なし 
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資料１ 展示スライド 
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